
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２３年１２月２０日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．新学問分野『災害復興学』にチャレンジします。 

２．「やまがた食育カレンダー 2012」完成！！ 

 

    お 知 ら せ     

１．国際事業化研究センター「まちづくり談話会」・もっとみらいコンソーシアム研究会 

『震災後の観光地の方向性』 

２．山形大学合同企業説明会 

３．工学部『第３回 雪合戦大会』 

  

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年１月５日（木） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２３年１２月２０日                  

山 形 大 学 

      

新学問分野『災害復興学』にチャレンジします。 

 １２月１５日、福島大学において山形大学長、福島大学長、宮城 

教育大学長が、大災害に際して地方国立大学は今なにをなすべき 

か、決意表明を行いました。 

 
◇東日本大震災に際し、東北の大学は今なにをなすべきか。南東北の三国立大学
長が決意を表しました。 

 
①  被災した子どもや若者たちが夢や希望を失うことのないよう、検定料・入学
料・授業料の減免など、大学はできる限り進学や勉学の機会を提供しなけれ
ばならない。また、国に対しこれまで以上に財政支援の要請を行う。 

②  今こそ、教育・研究・社会貢献を柱とした地方国立大学の真価が問われると
きであり、地域の高等教育機関としての役割を果たすべく、被災地復興や被
災者支援において、独自の組織を立ち上げ、最大限の力を注ぐべきである。 

③  地域の復興は長丁場になる。たくさんの学生が被災地・被災者支援のボラン
ティア活動に従事しているが、学生がボランティア活動を行いやすい環境を
整備することが重要である。またそのことを含め、長期にわたる復興事業の
一翼を高等教育機関が担うべく、「災害復興学」という新しい分野を切り開

くことにチャレンジする。 
④  県や市町村あるいは地域諸団体が今、復興のためにさまざまな事業を展開し、
全国からも支援の手が差し伸べられている。南東北三国立大学は、知的資源
を集積する高等教育機関の立場から、諸機関・諸団体と協力しつつ、復興に

向けて最大限の貢献をしなければならない。 
 
◇「防災学」は学問的に発達していますが、「災害復興学」は体系化されていま
せん。南東北三国立大学が連携し、新しい分野の体系化を目指します。 

 
◇災害からの復興は、住宅や産業の復興ばかりでなく「人間の復興」でなければ
なりません。南東北三国立大学は、高校をはじめとする学校、行政、保護者や
地域住民との連携を深めながら、与えられた使命果たします。 

 

 

（お問い合わせ） 
山形大学 大学連携推進室 樋口  
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 



  

大災害に際して地方国立大学がなすべきこと 

 南東北三国立大学長決意表明 

島 大 学 長

                                                       

                        宮城教育大学長  高橋 孝助 

山形大学長    結城 章夫 

福島大学長    入戸野 修  

 

 大地震と大津波、さらに追い打ちをかけるように襲った原発事故－東北地方は人類が

全く経験したことのない多重災害に遭遇した。死亡・行方不明あわせて約２万人の犠牲に

加え、家屋・家財を失ったり職を失ったりした人々が膨大な数に上っている。 

 今日、この未曾有の災害が地域の人々、とりわけ子どもや若者たちにもたらしている被

害は深刻なものがある。あるいは孤児となり、あるいは親が失業し、心に傷を負い、母校

を失い、避難を余儀なくされるなど、さまざまな苦難を強いられている青少年たちが数多

く生まれている。 

進学を望みながらあきらめざるを得ない若者たちも少なくないと思われる。８月に行わ

れた大手予備校の模擬試験の際に、一部を除く東北の国公立大学への志願予定者が減少す

る兆候が露わになった。被災県内の進学者の絶対的な減少のみならず、県外から東北の大

学への進学者の減少、あるいは進学を機に他県に流出するケースも増えるものと予想され

る。原発事故による放射能災害に見舞われている福島大学において、特にその傾向は顕著

に表れている。 

 今回の大災害は、個々の大学の利害を超えた大きな問題と課題を、この地の高等教育機

関に投げかけているものと言わねばならない。東北の大学は、今なにをなすべきか。南東

北の三国立大学の立場で 決意する 。 

 

 （１）被災した子どもや若者たちが夢や希望を失うことのないよう、検定料・入学料・

授業料の減免など、大学はできる限り進学や勉学の機会を提供しなければならない。また

国に対しこれまで以上に財政支援の要請を行う。 

 

 （２）今こそ、教育・研究・社会貢献を柱とした地方国立大学の真価が問われるときで

あり、地域の高等教育機関としての役割を果たすべく、被災地復興や被災者支援において、

独自の組織を立ち上げ、最大限の力を注ぐべきである。 

 

 （３）地域の復興は長丁場になる。たくさんの学生が被災地・被災者支援のボランティ

ア活動に従事しているが、学生がボランティア活動を行いやすい環境を整備することが重

要である。またそのことを含め、長期にわたる復興事業の一翼を高等教育機関が担うべく、

「災害復興学」＊という新しい分野を切り開くことにチャレンジする。 

     

 （４）県や市町村あるいは地域諸団体が今、復興のためにさまざまな事業を展開し、全

国からも支援の手が差し伸べられている。われわれ南東北三大学は、知的資源を集積する

高等教育機関の立場から、諸機関・諸団体と協力しつつ、復興に向けて最大限の貢献をし

なければならない。 

 

 災害からの復興は、住宅や産業の復興ばかりでなく「人間の復興」でなければならない。



  

そのために高等教育機関の果たすべき役割は小さくない。私ども南東北国立三大学は、高

校をはじめとする学校、行政、あるいは保護者や地域住民との連携を深めながら、与えら

れた使命を遂げるべく、努力していくことを決意するものである。 

 

 

 ＊「災害復興学」を打ちたてるために 

「防災教育」は古くから言われているが、「災害復興学」は新しい言葉である。未曾有の

大災害の瓦礫の中から、この新しい言葉が確然と立ちあがってくることを、歴史が求めて

いるとは言えないだろうか。この言葉が何を意味しているか、その定義は今後の理論的・

実践的営為の成果として確立されるべきものであるが、試みにその柱となる内容を列記す

る。 

（１）災害の記憶を個人のレベルにとどめず、いわば「社会の記憶」として明確に継承

していくこと。 

（２）思い出したくない被災の記憶を脳裏に刻み込まれた子どもや青年たちに、それを

乗り越えるだけの「生きる力」をもたせること。 

（３）自身が災害に遭遇したとき冷静かつ的確に対処できるような知識と心の準備を、

学生たちにもたせること。 

（４）どこかで災害が起こったとき、現地に駆けつけるなどして貢献できるだけの、有

効な支援のノウハウを学生たちにもたせること。 

（５）実際に災害が発生した場合において、復興に向けた諸活動を通じ、学生たちの人

間的な成長を確実に実現すること。 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２３年１２月２０日                  

山 形 大 学 

      

「やまがた食育カレンダー 2012」完成!! 

 地域教育学部 生活総合学科 食環境デザインコースの学生が中心 

となり、全頁カラーの「やまがた食育カレンダー2012」が完成し 

ました。 
 
◇近年、「食育」が重要視され、山形県や山形市においても食育推進計画が策定
されています。 

 
◇本カレンダーを活用することにより、家庭や学校、保育園・幼稚園等における
食育の教材として様々な効果が期待されます。 
①毎日の話題については、詳しい解説を巻末に添付しており、子どもの興味に
応じてさらに深い学習にもつなげられます。 

②簡単に調理できる料理も紹介しているので、親子での料理、学校での調理実
習にも活用できます。 
特に、山形で味わえる毎月の旬の食材や郷土料理も紹介しており、山形の郷
土食に興味を持っていたたき、地産地消にも貢献します。 

 
◇カレンダーの上部には、その月にちなんだ料理を実際に調理し、画像と共に作
り方を紹介しています。 
下部の日にちの欄には、郷土の食材やスイーツ、食にちなんだ記念日など、毎
日異なる話題を掲載しています。 
中味がぎっしり詰まったおいしいカレンダーに仕上がっています。 

 
◇食環境デザインコース３年生を対象とする授業「栄養教育実習Ⅱ」において、
今年初めてカレンダーの製作を行いました。 
学生が班ごとに担当する月を決め、毎日の食に関する話題を調査、作成しまし
た。また、毎月の料理の選定・調理も学生が班ごとに担当しています。 

 
◇配布について 

  初年度である今回は１００部の配布を予定しています。ご希望の方は、角形２
号（Ａ４判が入るサイズ）封筒に送付先を記入し、送料として２４０円切手を
同封の上、お申し込み下さい。詳しい入手方法は、地域教育学部ＨＰに掲載し
ています。 

 

 

（お問い合わせ） 
山形大学地域教育文化学部 大森研究室  
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４３５３ 









 

プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２３年１２月２０日 

山 形 大 学 

 

１． 国際事業化研究センター「まちづくり談話会」・もっとみらいコンソーシアム研究会 

『震災後の観光地の方向性』 

（概要）◇東日本大震災以降、東北地方の観光地は大きな影響をうけています。しかし、このよう

な外部の影響にめげない観光地があるのも事実です。 

◇今回のご講演では、めげない観光地のポイントをデータや事例を交えながらわかりやす

くお話いただきます。 

 

日 時：平成２４年１月２６日（木） １４：００～１５：３０ 

場 所：山形大学工学部米沢街中サテライトキャンパス（米沢市門東町３－１－４７） 

講 師：株式会社日本総合研究所 総合研究部門 上席主任研究員  

首都大学東京 都市環境学研究科観光科学域 特任准教授  矢ケ崎 紀子 氏 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

    問い合わせ： “もっとみらい”コンソーシアム事務局 

            （ＴＥＬ）０２３８－２６－３６２２ 

 

２．山形大学合同企業説明会 

（概要）◇平成２５年３月卒業・修了予定者を対象とした合同企業説明会を開催します。４年生、大

学院２年生、既卒者も対象です 

 

日 時：平成２４年１月２８日（土）・２９日（日） １３：００～１７：００ 

場 所：山形国際ホテル 平成の間（山形市香澄町３－４－５） 

参加予定企業：１月２８日 ９４社、１月２９日 ９２社 

          （※ 参加予定企業は変更になる可能性があります。） 

主な内容：個別ブースによる企業説明、就職支援企業による就職相談 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

問い合わせ：山形大学小白川キャンパス事務部 就職課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４１２８・４１２９・４１３４ 

 

 



３．工学部『第３回 雪合戦大会』 

（概要）◇山形大学の６学部の学生が雪国山形で学んでいることを再確認するとともに、学部間の

交流を深めることを目的に、雪国発祥のスポーツである雪合戦大会を開催します。 

 

日 時：平成２４年２月１１日(土)  

場 所：工学部グラウンド（米沢市・工学部キャンパス） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

問い合わせ：雪合戦実行委員会代表 市川 光 

（E-mail）kou411.oid@gmail.com 

 

４．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

  当日の取材をよろしくお願いいたします。 

    

   ○小白川図書館 講演会・特別展示会 

『高句麗広開土王碑は何を語るか～広開土王碑拓本の世界～』 

 

【講演会】 

日 時：平成２３年１２月２０日（火） １６：３０～１８：３０ 

場 所：山形大学人文学部２０５教室（山形市・小白川キャンパス） 

【拓本特別展示】 

日 時：平成２３年１２月１９日（月）～２２日（木） ９：３０～１６：３０ 

場 所：山形大学小白川図書館１階シアタールーム（山形市・小白川キャンパス） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

 

    問い合わせ：山形大学小白川キャンパス事務部 図書課 細谷 

            （ＴＥＬ）０２３－６２８－４９０２ 

 

   ○エンロールメント・マネジメント部『浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー』 

 

日 時：【第一回】平成２３年１２月２３日（金・祝）～２４日（土） 

【第二回】平成２４年 １月２８日（土）～２９日（日） 

【第三回】平成２４年 ２月１８日（土）～１９日（日） 

【第四回】平成２４年 ３月２４日（土）～２５日（日） 

 ※１泊２日４食（１日目昼夕、２日目朝昼） 各先着１６名 

参加料：大人１１，８００円（小人９，８００円） 

  〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

 

    問い合わせ：山形大学エンロールメント・マネジメント部 福島 

            （ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６１ 



   ○文部科学省・山形大学 共同イベント『藤沢周平の江戸・東京』 

 

日 時：平成２４年１月６日（金）１３：００～１６：００ 

場 所：文部科学省「情報ひろば ラウンジ」 

      （東京都千代田区霞が関 3-2-2 旧文部省庁舎１階） 

  〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

 

    問い合わせ：山形大学総務部広報室 

            （ＴＥＬ）０２３－６２８－４００８ 

 



国際事業化研究センターまちづくり談話会 
もっとみらいコンソーシアム研究会 

震災後の観光地の方向性 
 
 

株式会社日本総合研究所 総合研究部門 上席主任研究員  
首都大学東京 都市環境学研究科観光科学域 特任准教授 

矢ケ崎 紀子 氏 

日 時 ： 2012年１月26日（木）14：00～15：30 
場 所 ： ものづくり・ひとづくりキャンパス（街中サテライト） 

【共催】 

              
申し込み先： “もっとみらい”コンソーシアム事務局（電話：0238-26-3622） 

               
 
              

                           

 東日本大震災以降、東北地方の観光地は大きな影響をうけています。これまでも観
光は、災害や新型インフルエンザなど外部要因に多大な影響を受けるリスクの大きな
産業です。しかしこのような外部の影響にめげない観光地があるのも事実です。震災
以降、めげない観光地の特徴が見えてきました。 

 今回のご講演では、めげない観光地のポイントをデータや事例を交えながらわかりや
すくお話いただきます。 

 この機会にリスクに強く、かつ魅力的な観光地域づくりを一緒に考えてみませんか？ 





雪合戦実行委員会

1チーム 10名
(選手7名・補欠2名・監督1名、最小7名でも参加可能)

※条件

チーム内の3名が審判講習会を受け、

当日、他チームの試合の審判をして頂きます。

審判講習会の日は改めて連絡します。

募集チーム募集チーム募集チーム募集チーム

※山形大学オリジナルルールで行います

・時間内に相手チームのフラッグを抜いた時点で勝利

・雪球により相手チーム全員を倒した時点で勝利

・3分3セットマッチ、2セット先取で勝利

・雪球は、1チーム1セット45個

ルールルールルールルール

雪合戦実行委員会代表 市川 光

Mail：kou411.oid@gmail.com

質問・お問い合わせ先質問・お問い合わせ先質問・お問い合わせ先質問・お問い合わせ先

雪合戦実行委員会では、実行委員の募集も行っています。

イベントをやってみたい！何かしてみたい！今からでも大丈夫です！

興味ある方は『質問・お問い合わせ先』の連絡先までご連絡ください！

実行委員募集中実行委員募集中実行委員募集中実行委員募集中

参加者募集中参加者募集中参加者募集中参加者募集中

だぞう！！だぞう！！だぞう！！だぞう！！

＊提出場所＊

小白川小白川小白川小白川キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス

学生センター課外活動担当

米沢米沢米沢米沢キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス

学生サポートセンター

鶴岡鶴岡鶴岡鶴岡キャンパスキャンパスキャンパスキャンパス

農学部学務担当

＊提出期限＊

12月月月月20日日日日(火火火火)17時時時時までまでまでまで

時間厳守！

申込場所・期限申込場所・期限申込場所・期限申込場所・期限



 

第３回 山形大学６学部対抗雪合戦大会 参加申込書 

 

提出期限：１２月２０日(火)  １７時まで（厳守） 

チーム名                                          

代表者 氏名                         副代表者 氏名                      

学科・専攻                            学科・専攻               

℡                                    ℡                        
 

保険をかけるときに必要なので、チームの選手全員の氏名、性別、年齢（大会当日の年齢）を正

確に記入してください。審判講習会に参加する方は、番号のところに○を付けてください（三名

以上）。監の欄に監督、1～7の欄に選手、補の欄に補欠の方の氏名等を記入してください。 

 

 

 

 

 

 
番
号 

フリガナ 

性別 年齢 
 

番
号 

フリガナ 

性別 年齢 
氏名 氏名 

監 
   

５ 
   

  

１ 
   

６ 
   

  

２ 
   

７ 
   

  

３ 
   

補 
   

  

４ 
   

補 
   

 
 

※ 個人情報は雪合戦実行委員会で厳重に保管し、学部対抗雪合戦大会にのみ使用いたします。  





山形大学学生プレゼンツ

浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー
山形大学学生プレゼンツ

浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー

1 泊 2日  4 食   各先着 16 名様1泊 2日  4 食   各先着 16 名様
第一回   2011 年 12 月 23 日 ( 金 ) ～ 24 日 ( 土 )
第二回   2012 年   1  月 28 日 ( 土 ) ～ 29 日 ( 日 )
第三回   2012 年   2  月 18 日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )
第四回   2012 年   3 月  24 日 ( 土 ) ～ 25 日 ( 日 )

第一回   2011 年 12 月 23 日 ( 金 ) ～ 24 日 ( 土 )
第二回   2012 年   1  月 28 日 ( 土 ) ～ 29 日 ( 日 )
第三回   2012 年   2  月 18 日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )
第四回   2012 年   3 月  24 日 ( 土 ) ～ 25 日 ( 日 )

大人お一人様 11,800円
   ( 小人お一人様 9,800 円 )
大人お一人様 11,800円
   ( 小人お一人様 9,800 円 )

人の強さ、あたたかさを、あなた自身で感じてみませんか。人の強さ、あたたかさを、あなた自身で感じてみませんか。

● お問い合わせ
山形大学浦戸諸島観光再生プロジェクト
代表　近藤瞳
TEL  : 080-1166-7644
Mail : fbfsh147@ybb.ne.jp
副代表　桃井侯樹
TEL  : 090-7665-8498
Mail : momoo1016@gmail.com

● お申し込み
募集型企画旅行　( 有 ) 山形 E旅
〒990 - 0811　山形県山形市長町 4 - 5 - 43
総合旅行業務取扱管理者 : 金田史生
TEL  : 023-681-3139
FAX : 023-681-3159
Mail : mail@yamagata-etabi.com
営業時間 : 月～土曜日 9:30 ～ 17:30
定休日 : 日曜・祝祭日
登録番号 : 山形県知事登録旅行業第 2-237 号
加盟団体 : 社団法人 全国旅行業協会

　ご注意事項

○往復バスには山形大学震災復興ボランティアチームの学生も同乗させていただいております。
　宜しければ、現役大学生とのコミュニケーションもお楽しみください。
○民宿での宿泊となりますので、原則同性別に相部屋になりますこと、何卒ご了承ください。
　ただし、3～ 5名様のご家族やカップルのお客様は一室でのご利用を確約いたします。
○民宿にはアメニティー ( 歯ブラシ、タオル等 )、浴衣がございません。ご持参いただくようお願い申し上げます。
○夕食時にアルコール等をご希望の場合は、各自にてご用意願います。
○食事条件 : 1 日目 昼 夕　　2日目 朝 昼　　○最小催行人数 : 10 人　　
○添乗員・バスガイド : 同行しませんが、山形大学学生がサポートいたします。
○料金に含まれるもの : 上記に明記された食事代、乗船券代、有料道路代、貸切バス代、宿泊代
○料金に含まれないもの : 個人的性質の諸費用、その他上記以外
○天候や道路交通事情等により、コース・時刻が変更となる場合がございます。ご了承ください。
○お申込み :第一回 12/17、第二回 1/20、第三回 2/10、第四回 3/17 まで にお電話かメールにてお願いいたします。
○その他については、お申込み時にお渡しする旅行取引条件説明書面にてご確認ください。

◎取消料規定
旅行開始日の前日から起算して 20 日前から 8日前まで
旅行開始日の前日から起算して 7日前から 2日前まで
旅行開始日の前日
旅行開始日
旅行開始後または無連絡不参加

…料金の 20%
…料金の 30%
…料金の 40%
…料金の 50％
…料金の 100％

● 1 日目

6:15 ~ 40　山形発 各出発場所
　　   6:15 発  山形駅東口バスロータリー
　　   6:30 発  山形大学小白川キャンパス正門
　　   6:35 発  山形県庁前バス停
　　   6:40 発  山形蔵王インターチェンジ前

9:00　  出港 ( 塩釜マリンゲート発 )

9:30　  桂島桟橋到着

10:00　ハイキング

12:00　昼食

13:30　自由時間
　　( ご希望で左記のオプションもございます )

18:00　夕食会 ( 宿泊場所、民宿武山荘にて )

20:00　星空観測 ( 希望者のみ、晴天時 )

● 2 日目

5:30　  日の出鑑賞 ( 希望者のみ、晴天時 )

7:30　  朝食

9:00　  自由時間
　　( ご希望で左記のオプションもございます )

11:00　牡蠣養殖体験

　　　  昼食

14:39　桂島桟橋発

15:05　帰港 ( 塩釜マリンゲート着 )

17:30 ~ 50　山形着 各解散場所
　　( 蔵王インター ⇒ 県庁前 ⇒ 山大 ⇒ 山形駅 )

～　日　程　～

体体
験験
無料オプション無料オプション

大切なあの人へ 。
ホタテの貝殻で手紙を贈る
大切なあの人へ 。
ホタテの貝殻で手紙を贈る

桂島のお手伝い！！
ボランティア活動
桂島のお手伝い！！
ボランティア活動

お食事に、旬の
美味しい牡蠣を堪能！
お食事に、旬の
美味しい牡蠣を堪能！

等々…
ここだけの体験を！

等々…
ここだけの体験を！



住　所
〒

所　属

ふりがな Tel：
お名前 携帯：

参加方法  　 　 　 文学散歩 + 講演　　　講 演 の み E-mail：
山形大学からの連絡を希望する方法 郵　送　　　　ご自宅電話　　　　携帯電話　　　　Eメール

※今回記載していただいた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。※文学散歩は、安全な道・場所を引率者が配慮の上案内いたしますが、
参加は自己の責任でお願いいたします。（仮に自己の責任に基づく事故・怪我等があった場合、主催者側は責任を負いかねます。）

藤沢周平の江戸・東京 申込書
必要事項をご記入の上、ファックスにてお申し込みください。Eメールでのお申し込みも受け付けております。	 E-mail：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

Fax：023-628-4013

主 催 ◎ 文部科学省、山形大学

お問合せ ◎ 文部科学省大臣官房総務課広報室事業第二係  TEL：03-6734-2170／山形大学 総務部広報室  TEL：023-628-4008

   
藤
沢
周
平
の

 
江
戸
・

東
京

 文部科学省

「情報ひろば ラウンジフォーラムⅢ」
今年度3回目となる文部科学省「情報ひろば ラウンジフォーラム」は、山形大学

地域教育文化学部の前身である山形師範学校の卒業生、作家 藤沢周平氏を取り

上げます。藤沢作品をはじめ多くの文学作品と歴史的事件の舞台となった江戸

の面影残る東京で文学散歩と藤沢文学研究者による講演会をお楽しみください。
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演 
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描
い
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江
戸
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暖
か
い
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霞ヶ関コモンゲート

中央広場

アネックス

文部科学省
新庁舎
エントランス2F

東館
ラウンジ
1F

地下鉄  虎ノ門駅
11番出口
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